
出展技術の分類

技術名称 立会受付Ｗｅｂシステム 担当部署 Smart Infra推進部　SIビジネス部門

NETIS登録番号 担当者 SIビジネス営業担当

社名等 ＮＴＴインフラネット株式会社 電話番号 03-5809-1831

技術の概要

３．技術の効果

「システムによる24時間受付」、「工事申請情報の一括管理」、「Web受付による処理のDX化」、「申請情
報のリアルタイム」、「埋設物有無の自動判定」（追加オプション）により、従来の方法から申請者受付者
ともに稼働削減が見込めます。登録企業への一括申請、受付情報のWeb共有により申告漏れ防止がで
き、設備事故減少に繋がると考えます。また、申請者と非接触での受付業務を可能にし感染症拡大時の
業務停滞防止や感染リスクの低減に期待できます。

４．技術の適用範囲

設計・施工会社によるライフライン事業者への照会時、またライフライン事業者による設計・施工会社へ
の回答時にご活用いただけます。
・埋設物照会の申請・受付
・施工協議の申請・受付
・現地立会協議の申請・受付
・埋設物有無の自動判定

２．技術の内容

５．活用実績

ライフライン事業者様 導入実績
　　９社：九州　　　 ４社【ガス（２社）、電力、通信】
　　　　　九州以外 ５社【ガス（２社）、電力（２社）、通信】

※上記ライフライン事業者様営業管内では、多くの民間事業者様（工事会社様等）に申請者として当シス
テムを活用いただいております。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

道路掘削工事を行う際、工事会社は埋設物を保有しているライフライン事業者に対し、事前に電話・FAX
もしくは窓口に出向いての工事申請、埋設物有無の確認を行っています。また、ライフライン事業者は工
事会社からの申請を受け付けた後、埋設物の調査を行い、埋設物がある場合には現地での立会を実施
しています。工事会社・ライフライン事業者ともに各社ごとの対応が必要となるため、双方で時間と手間
がかかってしまいます。
この業務負担を減らすべく、受付Webサイトを一元化し、工事会社からライフライン事業者への申請をワ
ンストップで実施するシステムを開発しました。

工事申請者が埋設物照会を実施したい範囲をWeb上で申請し、その申請内容を受付者がWeb上で確
認・回答することができるサービスです。システム化することによる２４時間受付、受付情報の一括管理と
共有化、処理のDX化により進捗管理等も効率的に実施できます。
また、設備有無の自動判定機能（オプション）により、工事会社から申請された工事範囲における埋設物
有無を自動で判定することができるため、スキルレスによる判定が可能となります。判定時に埋設物が
無い場合には工事会社に自動で返信するため、埋設物確認作業の省力化を実現しています。なお、自
動判定機能を利用したいが紙図面しかない（設備デジタルデータがない）場合は、有償でデジタル化の
支援も実施しております。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


